
平成20年国民健康■栄養調査結果の概要について  

国民健康・・栄養調査について  

目  的：健康増進法（平成14年法律第103号）に基づき、国民の身体の状況、栄養  

摂取量及び生活習慣の状況を明らかにし、国民の健康増進の総合的な推進  

を図るための基礎資料を得ること  

調査客体‥平成2b年国民生活基礎調査により設定された単位区から無作為抽出した  

300単位区内の世帯及び当該世帯の1歳以上の世帯員  

調査時期二平成20年11月  

調査項目：［身体状況調査］  

身長、体重、腹囲、血圧、血液検査、歩数、問診（服薬状況、運動）  

［栄養摂取状況調査］  

食品摂取量、栄養素等摂取量、食事状況（欠食、外食等）  

［生活習慣調査］  

食生活、身体活動・運動、休養（睡眠）、飲酒、喫煙、歯の健康等に関する  

生活習慣全般  

※平成20年の重点項目 「体型」、「身体活動・運動」、「たばこ」  

（結果の概要については、第1部を「重点項目」、第2部を「基本項目」として整理）  

調査結果のポイント  

（1）体型について  

＼＿  一平成12年以降、男性では、肥満者の割合の増加傾向が鈍化、女性では、肥満   
者の割合が減少。一方、若い女性のやせの者の割合は横ばい一   

・肥満者の割合は、平成12年以降の年次推移をみると、男性の20～60歳代で鱒肥   

満者の割合の増加傾向がそれ以前の5年間に比べ鈍化している。また、女性の40  

～60歳代では、肥満者の割合が減少している。一方、やせの者の割合は、20歳代  

の女性では、横ばいの状況にある。   

・性・年齢階級別にみると、20～30歳代女性では、実測によるBMIも理想とするBMI   

も他の年齢階級より低い。   

・肥満者の男性では29．8％が体重を減らそうとしていない。一方で、やせの女性では   

12．6％が体重を減らそうとしている。  
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（2）身体活動・運動について  

一道動習慣のある者の割合は、3割にと 

運動習慣のある者や意識的に身体を動かすなど運動を行う者の割合は増加－  

・運動習慣のある者の割合は、男性33．3％、女性27．5％であり、平成15年以降   

男女とも増加している。  

・意識的に身体を動かすなど運動を行う者の割合は、男女とも増加している。  

・日常生活の中で積極的に外出する者の割合は、男性の40歳代及び70歳以上、女   

性の70歳以上では増加している一方、外出することがはとんどない者の割合は、70   

歳以上では男性10■．8％、女性13．5％と他の年齢階級に比べ多い。  

（3）たばこについて  

一平成15年と比べ、男女とも喫煙率が減少。やめたいと思う者が男性で増加「   

・現在習慣的に喫煙している者の割合は、男性36．8％、女性9．1％であり、男女とも減  

少している。  

・現在習憤的に喫煙している者のうち、やめたいと思う者の割合は、男性で増加してい  

る。  

・現在習慣的に喫煙している看で1日21本以上吸う者は、平成15年に比べ男性でをま  
減少している。  
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（抜粋）  

照会先：健康局総務課生活習慣病対策室  
担  当：栄養調査係  

電 話：03－5253－1111（内線2343，2345）  

平成20年  

国民健康■栄養調査結果の概要  

厚生労働省  

健康局総務課生活習慣病対策室 
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Ⅰ調査の概要  

1．調査の目白勺 

この調査は、健康増進法（平成14年法律第103号）に基づき、・国民の身体の状況、  

栄養素等摂取量及び生活習慣の状況を明らかにし、国民の健康の増進の総合的な  
推進を図るための基礎資料を得ることを目的とする。  

2．調査対象及び客体   

調査の対象は、平成20年国民生活基礎調査において設定された調査地区内の世帯の  

世帯員で、平成20年11月1日現在で満1歳以上の者とした。調査の客体は、平成20年   

国民生活基礎調査において設定された調査地区から、層化無作為抽出した300単位区内   
の世帯及び世帯員とした。   

調査実施世帯数は、3，838世帯であり、集計客体数は下記のとおりである。  

総 数   総数  1－6歳  ト14歳  15－19歳  20－29歳  30－39歳  40－49歳  50－59歳  60－69歳  70歳以上   

身体状況調査   7，998  378  575   275   557   909   877  1，241  1，483   1．703   

血液検査   4，451  245   51   502   794  1，108   1，286   

栄養摂取状況調査   9，129  421  704   360   703  1，044  1，037  1，368  1．615   1，877   

生活習慣調査   8，557  386   779  1，113  1，127  1，483  1．，696   1，97？   

男 性   総数  1－6歳  7－14歳  15－19歳  20－29歳  
／   

身体状況調査   3，651  190  292   142   263   39∈～   396   549   682   739   

血液検査   1，819  101   178   18占   292   485   578   

栄養摂取状況調査   4，269  204  367   190   337   476   498   614   7与5   828   

生活習慣調査   3，940  202   381   502   531   674   790   860   

女 性   総数  1－6歳  7－14歳  15－19歳  20－29歳  30－39歳  40－49歳  50－59歳  甲鳩9歳  70歳以上   

身体状況調査   4，347  188  283   133   294   511   481   692   801   964   

血液検査   2，632  144   338   317   50草   623   7 

栄養摂取状況調査   4，860  217  337   170   366   568   539   754   860   1，049   

生活習慣調査   4，617  184   398   611   596   809   906   1，113   
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3．調査項目  

1）身体状況調査票  

ア＼身長、体重（満1歳以上）  

イ．腹囲  （満6歳以上）  

ウ．血圧  （満15歳以上）  

エ．血液検査 （満20歳以上）  
オ．1日の運動量 〈歩数〉 （満15歳以上）  

カ．問診 〈服薬状況ヾ運動〉（満20歳以上）   

2）栄養摂取状況調査票（満1歳以上）  

世帯員各々の食品摂取量、栄養素等摂取量、食事状況〈欠食・外食等〉   
3 

食生活、身体活動・運動、休養（睡眠）、飲酒、喫煙、歯の健康等に関する   

生活習慣全般を把握しキ。特に平戯0年調査では」「体型」、「身体活動・運動」、  

「たばこ」－について重点項目として把握した。   

4．調査時期  
1）身体状況調査：平成20年11月   

2）栄養摂取状況調査：平成20年11月の特定の1日（日曜日及び祝日は除く）   

3）生活習慣調査：栄養摂取状況調査日と同月  

5．●調査方法  

1）身体状況調査：調査対象者を会場に集めて、調査員である医師、管理栄養士、  
保健師等が調査項目り計測及び問診を実施した。   

2）栄養摂取状況調査：世帯毎に調査対象者が摂取した食品を秤量記録することに  

より実施し、調査員である管理栄養士等が調査票の説明、回収及び確認を行った。   
3）生活習慣調査：留め置き法による自記式質問紙調査を実施した。  

6＿ 調査系統 

調査系統は次のとおりである。  

厚生労働省一都道府県・保健所設置市■特別区一保健所一国民健康・栄養調査員  

7．・その他   
・本調査結果は、統計学的な処理に基づき、コメントを記述している。   

・対象者数については（）内で併記した。   

・本調査結果に掲載している数値は四捨五入のた●め、内訳合計が総数と 合わない  

ことがある。  
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第3章 たばこに関する状況  

1．喫煙の状況   

現荏習慣的に喫煙している者の割合は、男性36．8％、女性9．1％であり、平成15年  

以降男女とも減少している。  

図10 現在習慣的に喫煙している者の割合（平成鳥年と20年との比較）   

総数   20－29歳  30－39歳 40－49歳  50－59歳  60－69歳．70歳以上  

（4，204）（3．725）（523）（379）（688）（502）（654）（528）（826）（672）（761）（789）（752）■（855）   

総数   20－29歳  30－39歳  40－49歳  50－59歳 ■60－69歳 70歳以上  

（4朋6）（4，424）（574）（398）（740）（610）（710）（596）（943）（808）．（8ナ8）（903）（1，06り（1，109）  

※現在習慣的に喫煙している者：これまで合計100本以上又は6ケ月以上たばこを吸っている（吸っていた）  

者のうち、「この1ケ月間に毎日又は時々たばこを吸っている」と回答した者 
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国11現在習慣的に喫煙している者の割合（20歳以上）（平成15年～20年の年次推移）   

平成15年 16年   17年■   18年   19年  20年   

（参考）表4 現在習慣的に喫煙している者の年次推移（5歳階級別）  

車成・1‘5年ナ1．7年‡・．  平成18年ヤね年  
湧嘩  

人削ネ）7  二喫煙翠（％）一  標準誤差  ▲二人致（入1：  喫煙翠：（％）ご■  は準誤差   

・20－ぞ4歳   62D   46．5   2．17   515   40．4   2－24   

2声÷29歳   694   57．6   1．93   552   48．2   2．16   

、．30－34歳 ■  900   55．3   1，72   735   53．5   1．78   

芦5」革9歳   885   57．2   1．70   930   52．0   1．63   
・ヰ0「44歳   830 50．6   1．78   819   51．8   1．77   

‥45」49歳   864   50．7   1．79   819   46．5   1．72 
50－5イ歳  1，051   51．4   1．47   890   46．4   1．71   

55丁59歳 二  1，136   46．1 1．47   1，146  40．9   1．48   

60丁申歳  1カ了0   37－9   1．51   1，084  37．．6   1．44   

65「甲革  1，011   30二了   1．46   1，024  28．7   1．47   

二加二74歳   922   27．2   1．47   943   21，2   1．34   

■了5－79歳   592   23．1   1＿73   727  19．0   1＿37   

80歳以上   515   17．9   1．65   622   16，4   1．50   
■二了計   11，090  43．4   0＿55   10，806  ，3臥7   0．53   

．車成1与隼ん17年  平射寧隼一重車  

女性  ・1・√′・1  

人数（人）  喫煙串一（％）  棟準誤差  ，◆：ネ数（人）■∴  喫煙宰（％）  根半誤葺こ   

．20－24歳 687  17．0   1．51   571   13．0   1．43   

25－29嵐   779   20、0   1．36   652   19．3   1．52   

30－34歳   999   19．9   1．30   947   17．0   1．25   

占5－39歳－   97373 17、0   1．24   1．045   17．3   1．22   

4q－44歳   939   15、8   1．28   959   15．了   1．25   

ヰ5－49歳   993   13、9   1．11   869   14．4   1．24   

50一叫歳  1．，202   14．9   1．05   980   10．3   1．Ob   
55－59歳 ■  1，264   9．6   0．84   1，367   8．6   0・   

60－64歳  1，205   8．7   0．81   1二，221   7．4   0．了7   

6年ぺ9歳  1，222   5．4   0．64   1，215   4．9   0．61   

れ74歳  1，013   5．0   0．70   1，024   4．0   0．63   

75－79歳   830   3．1   0．62   879   2．4  ・0．51   

80歳以上   889   2．9   0．56   1，024   3．2   0．53   

計   12，995  11．5   0．34   12．753  10．0   0．32   

※性・年齢階級別について、WHOフォーマットにあわせ、平成15年～17年、平成18年～  
わせ、平均化したもの   20年のそれぞれ3年分の結果を   
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2．喫煙本数の状況   

現在習慣的に喫煙している者で、1日に21本以上吸う者の割合は、男性25．3％、  

女性9．2％であり、平成15年に比べ男性では減少している。  

図12 現在習慣的に喫煙している者における1日に21本以上吸う者の割合  

（平成15年と20年との比較）   

総数  20－29歳  30－39歳 40－49歳   50－59歳 60－69歳 70歳以上  

（1，962）（1．37り（291‾）（156）（390）（244）（362）（274）（448）（277）（272）（257）（199）（163）   

総数   20－29歳 30－39歳 40－49歳  50－59歳  60－69歳 70歳以上  

（553）（402）（109）（56）（1鋼）（109）（110）（80）（101）（77）（54）（44） （45）（3．6）  
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3．喫煙及び受動喫煙の健康影響に関する知識   

「たばこを吸うと病気にかかりやすくなる」と回答した者の割合は、平成15年に  

比べ心臓病、脳卒中、肺気腫、歯周嘩で増加している。  

また「たばこの煙を吸うと病気にかかりやすくなる」と回答した者の割合は、平成  

15年に比べ心臓病、妊娠への影響、肺がんで増加している。  

図13－1喫煙の健康影響に関する知識について  

「たばこを吸うと病気にかかりやすくなる」と回答した者の割合（15歳以上）  

（％）  （平成15年と20年との比較）  

心臓病 脳卒中 ぜんそく 肺気腫 気管支炎咽頭がん 妊娠  肺がん  

への影響  

胃潰瘍 歯周病  

（9，626）（8，499）（9，65ヰ）（8．499）（9．65且）（8．502）（9．649）（8J98）（9．674）（8．513）（9．653）（8．499）（9，663）（8．509）（9．646）（8．505）（9，661）（8，503）（9，737）（8．535）  
l  

図13－2・受動喫煙の健康影響に関する知識について  

「たばこの煙を吸うと病気にかかりやすくなる」と回答した者の割合（15歳以上）  

（％）（平串15年と20年との比較）  

妊娠への影響  肺がん  ぜんそく  心臓病  

（9，663）（8，493）  （9，686）（8，501）  （9．676）（8，496）  （9．723）（8，521）  

20  
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4．喫煙開始年齢   

現在習慣的に喫煙している者で、20歳未満で喫煙を開始した者の割合は、男性  

29．1％、女性16．5％であり、平成15年に比べ男女とも減少している。  

図14 現荏習慣的に喫煙している者における20歳未満で喫煙を開始した者の割合  

（平成15年と20年との比較）  

（％）   

総数   20－29歳 30－39歳  40－49歳 50－59歳  60－69歳  70歳以上  

（1，900）（1．368）．（281）（156）（383）（243）（350）（273）（435）（277）（261）（256）（190）（163）   

総数   20－29歳  30－3．9歳  40－49歳  50－59歳  60－69歳  70歳以上  

（ち21）（401）（103）（56） （126）（川8）（101）（80）  （96）（77）  （54）（44） （41）（36）  
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（参考）  

表5現在習慣的に喫煙している者における喫煙を開始した年齢く20歳未満の内訳＞  

（平成15年と20年との比較）  

（％）  

隼  

平成15年・  ・平壌ZO年・  ．頚成〕ご与．年■  平疏如年   
指歳未満   2．1   1．6   1．3   0．5  

15－j■．：7畠   臥9   9．0   5．7  

総簸             ，  12．9         18虚  21．1  1j．6  11．3  ．6．7  
19歳   7．7   5．0   5．2   3．5  

1■■5歳未満   4．3   3．2   1．9   0．0  

砧－17歳  25．6   15．4   20．4   21．4  

210   17．3   20－29歳              ‥イ白歳                14．6  14，3  
▼．1一．9歳’‘   9．6 4．5 ■   8．7   8．9   

‥了5歳未満 二   5．2   2．1   4．0   1．9  

15r17歳   18．8   11．9   10二3   5．6  
・・3む由鹿  

18歳   24．3   17．3   15．1   5．6  

19歳   7．3   3．7   4．0   2．8   

15歳■束満   1．4   1．8   0．0   0．0  

j5－17歳   11．4   8．4   5．9   2．5  
ヰ0十49歳  

18歳   26．6   11．7   16．8   8．8  

．19畠   9．7   2．9   7．9   6．3   
■15姦夫藩   0．0   0．7   0．0   0．0  

15－1了歳   8．0   7．2   6．3   2．6  
；50ユ与9歳  

1‘8歳 23、2   12．3   7．3   3．9  

19蘇   8．3   7．2   3．1   1．3   

15歳未満   1．1   0．8   0．0   0．0  

15－17虚   4．6   6．3   1．9   2．3  
60一由歳  

摘歳   13．8   12．9   1．9   4．5  

1・9歳   5．4   5．5   0．0   0．0   

15歳末藩   0，0   1．8   0．0   0．0  

1ち－17藷   7．9   6．1   0．0   ．0．．0  
70歳以上  

18歳   10．0   11．0   0．0   2．8  
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5．禁煙の試み   

現在習慣的に喫煙している看で、禁煙を試みたことがある者は、男性52．1％、  

女性57．0由であり、平成15年に比べあまり変化はみられない。  

図15現在習慣的に喫煙している者における禁煙を試みたことがある者の割合  

（平成15年と20年との比較）  

総数  20－29歳 30－39歳 40－49歳 50－59歳 60－69歳 70歳以上  

（1，904）（1，368）（283）（ほ6）（381）（243）（353）（273）（434）（276）（260）（257）（193）（163）   

総数  20二29歳 30－39歳 40－49歳 50－59歳 60－69歳 70歳以上  

（525）（402）（104）（56）（127）（109）（99）（80）（98）（77）（55）（44）（42）（36）  

ー9辞－  

l．   



6．禁煙の意思の有無   

現在習慣的に喫煙している者で、たばこをやめたしヾと思う者は、男性28．5％、  

女性37．4％であり、平成15年に比べ男性では増加している。  

図16 現在習慣的に喫煙している者におけるたばこをやめたいと思う者の割合  

（％）   （平成15年と20年との比較）  

60  

50  

40  

30  

20  

10  

0   

総数  20－29歳  30－39歳   40－49歳  50－59歳  60－69歳  70歳以上  
（1，964）（1，370）（292）（156）（391）（244）（362）（274）（448）（277）（271）（256）（200）（163）   

総数   20－29歳  30－39歳  40－49歳   50－59歳   60－69歳  70歳以上  

（5与3）（404）（108）（57）（134）（110）（110）（80）（100）（77）  （56）（44）  （45）（36）  

（参考）「健康日本21」の目標  

喫煙をやめたい人がやめる  
※「たばこをやめたいと思いますか」の問に対して、   

「やめたい」と回答した者の割合  

（参考）表6 現在習慣的に喫煙している者における禁煙の意思を示す者の割合  

男性  総数  20－29歳  30－39歳  40－49歳  50－59歳  6d－69歳  70歳以上   

平成  24．6   19」5 26＿1   23．5   22．3   31．4   27．5  

15年   35．6   35⊥8   42．0   45．8   43，Z   39．0   

平成  28．5   25．6   2了．0   27，4   27．8   31．6   31＿3  

20年   30．8   30．7   31．8   34．3 38．3   29．4   

女性  総数  20－29歳  30－39歳  40－49歳  50－59歳  60－69歳  70歳以上   

平成  32．7   41．7   29．9   29．1   36．0   28．6   26．7  

15年   27．8   38．1   40．9   34．0   ．44．6   28．9   

平成  37．4   45．6   37．3   31．3   32．5   43．2   41．7  
20年   28．1   21．8   33．8   23．4   27、3   16．7   

か」の問に対して、「やめたい」「本数を減らしたい」と回答した者   
※禁煙の意思を示す者：「たばこをやめたいと思い  




